






要約:生後 10日以内に突然死した新生児 7例について神経病理学的および免疫組織化学的

に検討した。7 例中 5 例に白質軟化が大脳の皮質下または中間部に認められた。反応性ア

ストロサイトが白質全体に増生し、脳幹でも迷走神経背側核と綱様体に増加していた。こ

れらのことは突然死に先行して脳低酸素症か虚血があったと考えられ、突然死の発生素因

として重要であり、出生前後の詳細な調査が必要である。


